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はじめに

乾燥初期・・・マイクロクラック（以下、微小な破壊）が発生

この際の乾燥条件・乾燥スケジュールが適切
→乾燥後に残存する割れは低減

⇒微小な破壊の発生・進展により乾燥割れが残存したと考えられる

乾燥割れの発生機構を解明するために、まずは

微小な破壊の発生・進展機構の解明を目的とした

まとめ

実験
供試試料

放射方向

接線方向

供試樹種

ヒノキ（Chamaecyparis obtusa）の辺材

年輪放射組織

接線方向に負荷

破壊部位の
明確な把握のため

薄切片を用いた

実験① 乾燥過程の木材の動的粘弾性

測定周波数：0.05、0.1、0.2、0.5、1 Hz

使用機器 ：粘弾性試験機（DMS6100、セイコーインスルメンツ(株)製）

厚さ 1 mm（繊維方向）
幅 5 mm（半径方向）

スパン：15 mm

乾燥温度 ：20℃、60℃、80℃
風速 ：緩慢な乾燥（5.3×10⁻⁵ m/s）

急速な乾燥（2.7×10⁻⁴ m/s）

接線方向

実験② 乾燥過程の木材に生じる収縮応力
および乾燥過程の木材に生じた破壊の形態

使用機器 ：熱機械試験機（TMA/SS6000、セイコーインスルメンツ(株)製）

スパン：10 mm

接線方向
固定

厚さ 0.1 mm（繊維方向）
幅 3.7 mm（半径方向）

SEM観察
微小な破壊 破断

結果

乾燥温度 ：20℃、60℃、80℃
風速 ：緩慢な乾燥（5.3×10⁻⁵ m/s）

急速な乾燥（2.1×10⁻⁴ m/s）

結果① 乾燥過程の木材の動的粘弾性
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乾燥温度・乾燥速度によって 乾燥後・乾燥過程の
木材の細胞壁内の分子鎖の状態が異なる

□■：20℃ △▲：60℃ ○●：80℃
□ △ ○：緩慢な乾燥 ■ ▲ ●：急速な乾燥 測定周波数：0.05 Hz

※乾燥開始点（0分）を1としたときの相対値 ※乾燥開始点（0分）を1としたときの相対値
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結果② 乾燥過程の木材に生じる収縮応力および乾燥過程の木材に生じた破壊の形態

微小な破壊部位

晩材仮道管と放射組織の界面

微小な破壊が繋がるあああ0→破断

応力 低下＆破断せず

破壊の広がり
＆周囲の仮道管の変形

乾燥温度・乾燥速度によって

変形の様子が異なる

→細胞間層が弱部の可能性
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試験体数＝5 20℃ 60℃ 80℃

緩慢な
乾燥

急速な
乾燥

0/5 破断

0/5 破断 1/5 破断 1/5 破断

4/5 破断 4/5 破断

A B

C

破壊しやすさ⇒乾燥条件により異なる？
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細胞間層（リグニン豊富）

熱軟化
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不安定な状態）低温乾燥（20℃）・急速な乾燥（細胞壁中の微細構造が

乾燥温度、乾燥速度による

細胞壁内の分子鎖の状態
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乾燥割れの抑制に先立ち…

乾燥割れの発生機構の解明 重要

破壊の発生部位

破壊の広がりのようすと破断の頻度
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